
表紙について

卒業記念文集の作成にあたつて、編集

者一同は当初から本冊子の表紙のデザイ

ンについて悩んでいました。幸い表表紙

については、 1班の茂木路由さんから、
文化祭に展示された本版画「夕焼けのア

ルベロベッロ」のご提供をいただきまし

た。イタリアヘご夫婦で旅行されたとき

の思い出を本版にされたものだそうです。

茂木さんは幼いころ育った故郷の本の香

りを楽しめるのが、本版画を続けられる

理由かなと話していただきました。

裏表紙をお願いしたのは、4班の福元
英子さんの書です。「我逢人」と書いてい

ただきましたが、曹洞宗の宗祖である道

元禅師の言葉だそうです。「我人と逢うな

り」と読んで、人と人との出逢いの尊さ

を三文字で表しています。

人と逢うことから全てがはじまり、心

と心、物と物、人と物.出逢いこそ命で
あると禅語を解説していただきました。
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卒業記念文集執筆者

記念文集の発行にあたり、班やグルニプの紹介記事などを執筆していただいた方や

教室で配布された資料などをワード文書に打ち直していただいた方の氏名を書きとど

め、本冊子の記念とします。(敬称は省略します。)     .
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卒業記念文集編集委員会～編集後記にかえて

北大官校第 5期の卒業記念文集は、第 1班と第 2班の担当でスタートしました。遺憾

ながら準備の開始が遅れたため、編集委員会の運営は順調に進んだとはいえません。多

くの編集担当者にご迷惑をかけ、協力姿勢をいただきながら十分な体制を組むことがで

きませんでした。卒業記念文集編集委員長として、深くお詫びします。

しかし、1月 16日 の締切日に皆さんがそろつて一斉に原稿を提出していただき、そ
の原稿を受けとつた「ワード担当者」の目覚ましい働きにより、素早く、正確なワード

文書ができあがりました。また、この文集の各所に写真を挿入できたのは写真アドバイ

ザーである木内さんのおかげです。みなさま、ありがとうございました。

なお、 3月 8日 の親睦旅行会を記事することは時間的に間に合いませんでしたc

編集責任者  町田 臣

編集担当者

1班 天生目 幸子
大谷 ちづ
白釜≧ し|ず
冨永 京子
細田 由美子
五十嵐 清吉
掛橋 清人
鈴木 和夫
蓮尾 英二 (印Bll・ 製本責任者 )
茂木 路由
吉野 雄三

2班 粟野 文子
小野 和子
苗木 美智子
程塚 なか子
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町田 臣
山田 哲男
若井 進
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吉岡 義伸
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